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　道徳教育は、知・情・意という三つの領域の育成をバランスよく達成することで効果的なものとなる。「知」の領域では認知に関わる判断力を育成することが目的とされる。「情」の領域では道徳的心情を育成することが目的とされる。そして「意」の領域では道徳的な意欲と判断を実行する意志を育成することが目的とされる。近年の道徳教育では、青少年の凶悪犯罪の発生を鑑み、命の大切さを生徒・児童に伝えて、自尊心や他者への配慮と尊重、生命の畏敬を育成するために、もっぱら道徳的心情を育成する教育、いわゆる心の教育が注目されてきた。文部科学省が2002 年に「心のノート」の全国配布を実施したのもこうした背景をふまえたものである。	
  しかし、心の教育(道徳的心情の育成)は、「情」の領域に隣接する知・意という領域との恊働によってはじめて実現可能となる。文部科学省が「心のノート」を配布しても、その教材を効果的に生かす方法は未だ明確ではなく、かえって現場の教師に混乱をもたらしている部分がある。教育方法学者の岩川直樹は、心のノートは生徒・児童の心情を育成するというよりは、資料に暗示、あるいは明示されている「正解」を生徒・児童が先取りして答える姿勢を育成するだけであり、道徳性の育成や道徳の判断力の育成にはつながらない「思考停止装置」であると批判している(岩川2004)。また、心情主義の道徳教育そのものに対する批判もある。教育社会学者の松下良平は、「知・情・意」という三つの領域に分割してそれぞれの領域を育成する道徳教育の枠組み自体を「心情主義的道徳教育」と名づけて批判している(松下2002)。松下によれば、「心情主義的な道徳教育」とは、普遍的な道徳原理を認知すること(知のレベル)が、それを実現する意欲をうみだして道徳的行為の実践につながる（情・意のレベル）という道徳モデルである。しかし、この道徳教育では「わかっているができない」という道徳問題を解決することはできない。私たちが道徳判断を下す状況は多様であり、一つの原理に則って行為するというより、具体的な状況から適切な道徳原理を選択して行動することが求められる。心情主義的道徳教育は具体的な状況下で道徳判断を下す理論を提出することはできず、道徳教育としては不十分であるというのが松下の主張である。倫理学者の河野哲也は、現在の道徳教育の傾向が、グローバル社会にもとづいた道徳教育というよりは愛国心の涵養につながる危険性を指摘している (河野2011)。河野は現代の道徳教育が現実社会の豊かな情報を一つの道徳原理へと低減する危険性をもち、日本国民の道徳性という特定の道徳観を押し付けることになると批判したうえで、社会に生きるひとびとが対話して、ともに問題を解決していく民主主義教育こそが道徳教育にかわるべきだと主張する。
　わたしも心情主義的道徳教育の教育モデルのみでは道徳教育に効果は期待できないと考えている。わたしはこれまで広島県警との共同研究プロジェクト「教育困難校の規範育成プログラムの開発」に関わってきた経緯がある（越智2007）。このプロジェクトを通して、生徒が問題行動は「悪い」と認めながらも、問題行動によって仲間とつながる「仲間意識」の方が問題行動よりも「善い」と判断する生徒の思考法が明らかとなった。問題行動を仲間と一緒にすることで仲間意識を維持できるのであれば、集団で問題行動をとることも厭わないのである。教師は「問題行動＝悪をするな」と主張し、生徒は「仲間意識を壊す＝悪をするな」と主張する。生徒も教師も「悪をするな」という「正しい」判断を下しているために、両者の対立を解消することは困難である。「正しい」判断を下していると両者が思っていても、判断が依拠する理由や前提は異なる。しかしこうした理由や前提まで言及されずに教師の指導が行われていることを教育現場のなかで何度かみかけた。自分や他人の主張をきちんと評価する対話を通して規範意識を育成していくことが必要であると考えたわたしにとって大いに役立ったのがクリティカル・シンキングである。
[bookmark: _GoBack]　クリティカル・シンキング(以下、CT と略記)とは、与えられた情報を鵜呑みにせず批判的に考えることである(伊勢田 2009)。ここで用いられる「批判」とは、相手の立場を「否定」することを意味するわけではない。CTでは、相手の意見を筋道の通ったかたちで理解して再構成する「思いやりの原理(principle of charity)」と相手と議論を深めていこうとする「協調原理(principle of cooperation)」が肝要であり(伊勢田 同上)、相手と協力しながら、ひとつのトピックを批判的に検討していく態度が重要となってくる。CTの教育効果は、ある主張を批判的に検討していくなかで、その主張の根拠となる暗黙の前提が明確になり、自分の考えや他人の考えを深く、そして客観的に理解することができるようになるということである。また、私たちが陥りやすい思考の誤りについて類型的に理解できるようになることも教育効果のひとつである。「確証バイアス」や「早すぎる一般化」、「因果関係」と「相関関係」の錯誤など思考の誤りを具体的な事例にもとづいて学習することで、私たちが社会で持っている偏見の多くが思考の誤りにもとづく不合理なものであることを理解することができる。さらに、自分や他人の理解を深めることで、自分と他人を尊重する態度を育成することがCTに期待できる最大の教育効果である。道徳教育にCTの教育方法を導入することによって、批判的な対話を通して道徳性を涵養する可能性が広がる。
　このWSでは道徳教育の歴史と課題を概観したうえで、道徳教育にCTを導入することで期待できる教育効果を示し、実践三段論法を利用した具体的な教育実践を提示することで、道徳教育と哲学教育の架橋についてフロアのみなさまとともに考えていきたい。
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